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1. 地すべり防止施設の健全度評価 

 

1.1 健全度評価の手順 

 砂防関係施設長寿命化計画では、個々の地すべり防止施設を対象に統一的な視点から状態を把

握し、その健全度を踏まえ、点検頻度や修繕等の優先順位を設定する。 

このため、地すべり防止施設の健全度を評価する基準を取り決める。 

点検から健全度評価までの流れを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：参考資料②) 

 

図 1.1 点検及び健全度評価のフロー 

 

部位毎の変状レベルの評価結果から、地すべり防止施設あるいは施設群全体について、総合的

に健全度を評価する。 

このためには、地すべり防止施設の機能及び性能の状態を的確に把握するため、対象となる

施設の諸元や既往の点検結果を整理し、計画的に点検を実施する。なお、点検は、別冊「砂防関

係施設点検要領（案）鳥取県補足版」および点検チェックシートに沿って実施する。 

また、修繕等を実施した地すべり防止施設は、その修繕の状況等を踏まえ、改めて健全度を評

価する。 

ブロックの健全度 

 

 

 

 

健全度 
（対策不要：A） 

健全度 
（経過観察：B） 

健全度 
（要対策：C） 

施設の健全度 

 

 

 

 

健全度 
（対策不要：A´） 

） 

健全度 
（経過観察：B´） 

） 

健全度 
（要対策：C´） 

） 

点検計画に基づく定期点検及び臨時点検 

（施設及び周辺の点検） 
巡視を含む 

日常定期な維持管理 

必要に応じて詳細点検 

部位単位の変状レベル 

 

 

 

 

変状レベル 

a 

変状レベル 

b 

変状レベル 

c 

 

施設周辺の状況 

 

 

 



 

1-2 

1.2 変状レベルの評価 

(1) 変状レベルの評価手順 

地すべり防止施設の健全度を的確に把握するためには、設備個々の状態を確認し、変状レ

ベルを評価する必要がある。このため、施設点検によりその状態を把握し、変状のレベルを

評価する。 

 

(2) 部位ごとの変状レベル区分 

変状レベル区分を表 1.1 に示す。 

 

表 1.1 変状レベル区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：参考資料②) 

 

(3) 部位ごとの変状レベルの評価基準 

部位ごとの変状レベルの評価基準は別冊「砂防関係施設点検要領（案）鳥取県補足版」お

よび点検チェックシートによる。 

 

 

 

変状レベル 考え方 

ａ 
異常なし、また

は軽微な損傷 

当該部位に損傷等は発生していないもしくは軽微な

損傷が発生しているものの、損傷等に伴う当該部位

の性能の劣化が認められず、対策の必要がない状態 

b 

損傷があるが、

機能・性能低下

に至っていない 

当該部位に損傷等が発生しているが、問題となる性

能の劣化が生じていない。 現状では対策を講じる必

要はないが、今後の損傷等の進行を確認するため、

定期巡視点検や臨時点検等により、経過を観察する

必要がある状態 

c 
機能・性能低下

あり 

当該部位に損傷等が発生しており、損傷等に伴い、

当該部位の性能上の安定性や強度の低下が懸念され

る状態 
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1.3 健全度の評価 

(1) 評価の区分 

地すべり防止施設ごとの健全度評価の区分を表 1.2 に示す。また、地すべりブロックごと

の健全度評価の区分を表 1.2 に示す 

 

表 1.2 地すべり防止施設の健全度の評価区分と損傷の程度 

健全度 損傷の程度 

A' 対策不要 

当該施設に損傷等は発生していないか、軽微な損傷が発生している

ものの、損傷等に伴う当該施設の機能の低下及び性能の劣化が認め

られず、対策の必要がない状態 

B’ 経過観察 

当該施設に損傷等が発生しているが、変状のある部位は少なく、問

題となる機能の低下及び性能の劣化が生じていない。現状では対策

を講じる必要はないが、将来対策を必要とするおそれがあるので、

定期点検や臨時点検等により、経過を観察する必要がある状態 

C2’ 

要対策 

（補修改築が

必要だが当面

は経過観察） 

当該施設に損傷等が発生しており損傷等に伴い当該施設の機能低

下が生じている、あるいは当該施設の性能上の安定性や強度の低下

が懸念される状態 

C1’ 
要対策（補修

改築が必要） 

当該施設に損傷等が発生しており損傷等に伴い当該設備の機能低

下が生じている、あるいは当該施設の性能上の安定性や強度の低下

が懸念される状態（C2 より変状が大） 

出典：参考資料③に加筆 

 

 

表 1.3 地すべりブロックの健全度の評価区分と損傷の程度 

健全度 損傷の程度 

A 対策不要 ブロック内のすべての地すべり防止施設の健全度評価が「A'」 

B 経過観察 
ブロック内の地すべり防止施設に健全度評価「B'」が存在し、それ

以外はすべて「A'」 

C2 

要対策 

（補修改築が

必要だが当面

は経過観察） 

ブロック内の地すべり防止施設に健全度評価「C2'」が存在し、そ

れ以外はすべて「A'」又は「B'」 

C1 
要対策（補修

改築が必要） 
ブロック内の地すべり防止施設に健全度評価「C1'」が存在する。 

出典：参考資料③に加筆 
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(2) 健全度評価の方法 

健全度評価は主体となる地すべり防止施設、付属施設である管理保安施設に関わらず、前述

の変状レベルに応じて図 1.2、図 1.3 及び図 1.4 のフローに従い評価する。 

 

① 地すべり防止施設の健全度 

地すべり防止施設の健全度評価は、１施設に対して変状レベルが２項目以上にわたり変状レベ

ルｃと評価された施設についてはＣ１’、それ以外はＣ２’として経過観察するものとした。 

 

表 1.4 地すべり防止施設 

砂防関係施設の区分 構造物種別 

抑制工 

集水井工 

横ボーリング工(排水管) 

横ボーリング工(排水管以外) 

水路工 

抑止工 

杭工 

アンカー工 

擁壁工 

安全設備 

 

 

 

 

 

変状レベルcが

2項目以上存在
変状レベルcが

1項目以上存在

変状レベルbが

存在

START

C2’ A'

No

YesYesYes

NoNo

C1’ B'
 

 

図 1.2 地すべり防止施設の健全度フロー評価 

 

 

 

「C1’」：補修改築が必要 

「C2’」：補修改築が必要だが当面は経過観察 

「B’」：経過観察 

「A’」：対策不要 
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② 地すべりブロックの健全度 

地すべりブロックの健全度評価は、ブロック内の地すべり防止施設に健全度評価 C1’がある

ブロックを健全度評価 C1、C2’の施設があるブロックを健全度評価 C2、B’の施設があるブロ

ックを健全度評価 B とする。全ての施設の健全度評価が A’であるブロックの健全度評価は A

とする。 

 

地すべり防止施設の

健全度評価C1'が存在

フロー形式による地すべりブロックの健全度評価

START

C1 C2 B A

No

YesYesYes

No
No 地すべり防止施設の

健全度評価B''が存在
地すべり防止施設の

健全度評価C2'が存在

 

図 1.3 地すべりブロックの健全度評価フロー 

 

③ 水路工の健全度 

水路工（地すべり防止施設）は複数の地すべりブロックを通過するケースがあるため、地すべ

りブロック内の施設としては評価せず、水路系統毎に健全度評価を行なう。水路系統とは、地す

べり防止施設としての水路が連続している範囲とし、集水範囲等により設定する。 

 

地すべり防止施設の 
健全度評価 C1'が存在 

フロー形式による地すべりブロックの健全度評価 

START 

C1 C2 B A 

No 

Yes Yes Yes 

No No 
地すべり防止施設の 
健全度評価 B' ' が存在 

地すべり防止施設の 
健全度評価 C2'が存在 

 

図 1.4 水路工の健全度評価フロー 
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(3) 評価の単位 

地すべり事業は地区単位で整備されているが、今後長寿命化計画の中で点検を行っていくには

事業量が大きくなりすぎる可能性がある。 

そこで、地すべり防止施設はブロックを１つの単位として評価を行うものとする。 

＜地すべり防止施設の例：西部県土伯耆町 大坂地区 H23 施設点検 健全度評価 B＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5 地すべり防止施設の基本単位 

A 測線 

B 測線 

C 測線 

D 測線 

C ブロック 

B ブロック 

A ブロック 

D ブロック 

最小単位は施設番号であるが 
地すべり単位である「ブロッ
ク」を点検の基本単位とする。 

H23 点検時に施設変状を
確認したブロック 

台帳はブロックごとの「測線」で記

載されているため、これを評価の単

位（ブロック）とする。 
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(4) 健全度評価結果 

県内は 5 つの事務所により地すべり防止施設が整備されており、これまでに 24 に及ぶ地区に

おいて施設が整備されている。これら施設を対象に定期点検は実施されており、鳥取県砂防関係

施設長寿命化計画策定マニュアル（案）（参考資料③）に基づき健全度が評価されている。結果

の一部を次頁に示す。 
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表 1.5 健全度評価結果(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水処理なし C1横地
A、Dブロッ

ク
集水井

天蓋、階段、フェ

ンス等の腐食、変

形

横ボーリング八頭 八頭 八頭 横地 22

C1十王 水路A 水路工 土砂堆積鳥取 鳥取市
国府町

岩美町
雨滝 2

水路の損傷 C1家の谷 1ブロック 谷止工 本体のひび割れ 水路工八頭 八頭郡 若桜町 落折 10

水路脇斜面の浸食

崩壊
C1門谷

水路　№5

の下
水路

ずれた目地部から

漏水
水路⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

側部目地開口によ

る漏水
C1門谷

水路　D西

側
水路 倒木による堆積 水路⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

貯水槽が土砂で埋

まる
C1門谷 Dブロック 集水井工 進入防止柵の変形 集水井工⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

天蓋扉が外れる C1門谷 Cブロック 集水井工 進入防止柵の変形 集水井工⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

扉の倒壊 C1門谷 Bブロック 集水井工 進入防止柵の変形 集水井工⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

閉塞 C1明辺 水路1系統 水路本体 埋没、漏水 集水桝八頭 八頭 八頭 明辺 21

集水管の閉塞 C1明辺 Cブロック 集水井 防護柵、扉の倒壊 集水井八頭 八頭 八頭 明辺 21

階段、手すりの破

断
C1明辺 Ａブロック 集水井 防護柵、扉の倒壊 集水井八頭 八頭 八頭 明辺 21

C1山上 水路F 水路工 導水管の損傷鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

導水管の脱落 C1山上 1ブロック 集水井工
ポリエチレン管の

破損
横ボーリング工鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

導水管の脱落 C1大湯棚 8 集水井工 昇降口の破損 横ボーリング工鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

導水管の脱落 C1大湯棚 3 横ボーリング工 導水管の脱落 横ボーリング工鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

導水管の脱落 C1大湯棚 1 集水井工 昇降口の破損 横ボーリング工鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

水路土砂堆積 C1栃本
L-2ブロッ

ク
横ボーリング工 集水管閉塞 横ボーリング工鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

水路の腐食 C1覚寺 水路B 水路工 土砂堆積 水路工鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

排水管が破断 C1余戸 Bブロック 横ボーリング工
導水管が逆勾配に

なり漏水
横ボーリング工鳥取 鳥取 佐治 河本 44

天蓋の破損 C1大坂
A・B・C

ブロック
集水井工 防護柵の破損 集水井工米子 西伯郡 伯耆町 大坂 15

進入防護柵の変形 C1加瀬木 Cブロック 集水井工 天蓋の破損 集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

貯水槽の湛水 C1加瀬木 Bブロック 集水井工 天蓋の破損 集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

集水管の閉塞 C1加瀬木 Aブロック 横ボーリング工 導水管の脱落 横ボーリング工鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

土砂堆積 C1栃本
Bブロック

水路工
水路 腐食 水路鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

部位 変状の内容 部位 変状の内容

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ 地区名
ブロック

名

管理情報 健全度評価

変状レベルｃの状況（1） 変状レベルｃの状況（2）
ブロック

健全度評価

（水路工に

関しては施

設健全度評

価）
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表 1.5 健全度評価結果(1/2) 

 

 

 

 

管理情報 健全度評価

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ 地区名
ブロック

名

変状レベルｃの状況（1） 変状レベルｃの状況（2）
ブロック

健全度評価

（水路工に

関しては施

設健全度評

価）

部位 変状の内容 部位 変状の内容

C2山上 水路D 水路工 導水管の脱落鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

C2山上 水路C 水路工 天蓋の腐食鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

C2山上 水路A 水路工鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

C2山上 D 横ボーリング工 導水管の脱落鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

導水管の損傷 C2山上 C 集水井工 天蓋の腐食 横ボーリング工鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

漏水 C2余戸 水路工 水路 腐食 水路鳥取 鳥取市 佐治町 余戸 44

C2栃本 Fブロック 集水井工 防護柵の変形鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

C2大湯棚 51年 横ボーリング工 導水管の脱落鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

C2大湯棚 3号水路 水路工 集水管の閉塞鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

C2大湯棚 2号水路 水路工 導水管の脱落鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

C2大湯棚 7 横ボーリング工 導水管の脱落鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

導水管の脱落 C2大湯棚 4 横ボーリング工 導水管の脱落 横ボーリング工鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

昇降施設固定ボル

トの脱落
C2津無 B 集水井工 昇降施設の腐食 集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 津無 38

C2覚寺 水路A 水路工 土砂堆積鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

C2覚寺 A-6 横ボーリング工
パイプの脱落・破

損
鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

C2覚寺 A-2 集水井工 扉の開閉不可鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

C2覚寺 A-1 集水井工 扉の開閉不可鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

土砂堆積 C2栃本
Dブロック

水路工
水路 洗掘 水路鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

管内閉塞 C2栃本 Aブロック 横ボーリング工 孔口閉塞 横ボーリング工鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

集水管一部閉塞、

孔口脱落
C2船岡

B､Dブロッ

ク
集水井 排水管呑口閉塞 集水井八頭 八頭 八頭 船岡 90

C2上石見 C1水路 水路 枯木で埋没⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

水路に木枝が堆積 C2上石見 A2ブロック 集水井工
水路の目地から漏

水
横ボーリング工⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

保護コンクリート

の破損
C2加瀬木 Eブロック 横ボーリング工 導水管の破損 横ボーリング工鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

土砂堆積 C1横地 水路2系統 水路本体 埋没 集水桝八頭 八頭 八頭 横地 22

閉塞 C1横地 水路1系統 水路本体 埋没、漏水 集水桝八頭 八頭 八頭 横地 22
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(5) 結果の整理 

調査結果は、点検帳票に記載する。帳票は様式-0 に区域全体についての記載を行い、様式 1～

5 及びチェックシートをブロックごと（水路においては水系ごと）に整理を行う。 

その他施設（告示板、指定杭、安全施設）は設置位置に関わらずブロックに含めず、その他施

設として様式 1～5 を作成すること。ただし、その他施設ではチェックシートの作成の必要はな

い。 

 

また、調査対象毎にロングリスト及び評価平面図に記載する。評価平面図の凡例は図 1-5 を

標準とする。また、ロングリスト書式は別冊「砂防関係施設点検要領（案）鳥取県補足版」によ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 1.6 評価平面図凡例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集水井工 

  

フトンカゴ工 

法  

枠工 

 

鋼管杭工 

 

アンカー工 

 

堰堤工 

  

  

  

  

 

地すべり防止区域 

  

測線 

  

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

  

      健全度評価 B(B') 

  

      健全度評価 C(C') 
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2. 修繕等の優先順位の設定 

健全度評価において要対策と評価された地すべり防止施設について、健全度の他、保全対象との

位置関係等を考慮して、修繕等の優先度を設定する。 

 

(1) 優先順位に関する評価指標の設定 

修繕等の優先順位を設定するための評価指標は鳥取県の整備プログラム等から整理して下

記のように選定した。 

 

表 2.1 優先順位に関する評価指標の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※健全度は地すべりブロックを単位として評価するが、優先度を検討する際には損傷箇所を含

むブロックが隣接するブロックやブロック範囲外に与える影響も評価指標として確認する。

このときの判断根拠は明確にしておくこと。 

※災害発生時の影響に関する情報のうち「公共施設」「避難所」「災害時要配慮者関連施設」に

関する情報は、地滑り区域調書様式３-２を参考とし、現地調査時の情報を踏まえて記入する。 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 

 

凡例 

 

集水井工 

 

フトンカゴ工 

 

堰堤工 

 

地すべり防止区域 

 

測線 

 

地すべりブロック・防止施設 

      健全度評価 A(A') 

 

      健全度評価 B(B') 
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(2) 優先順位の設定 

修繕等に係る費用の平準化を図るため、健全度等に応じて修繕等の優先順位を設定する。

この優先順位を基に、「修繕等の計画」を策定する。なお、修繕、改築、更新の工法検討に

おいて、性能、機能向上や機能付加は考慮しない。 

修繕等の優先順位の設定は、健全度評価のカテゴリ毎(C1、C2、B、A)に、表 2.2 の評価

指標及び配点の設定表に基づき、各指標の配点の総合計点の大きい方から優先度の高い施設

とする。 

 

表 2.2 評価指標及び配点の設定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 優先順位の結果 

上述の手順に従い、修繕等の優先順位を検討した結果の一部を次頁に示す

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 備考

100人以
上

6 50～99人 5 20～49人 3 10～19人 2 1～9人 1 0人 0
配点は整備プログ
ラムに基づいて設
定

5施設以
上

6 2～4施設 4 1施設 2 なし 0 　〃

あり 5 なし 0 　〃

あり 5 なし 0 　〃

その他考
えられる
指標

施設の重
要度

該当 5 なし 0 配点は任意で設定

評価項目

※健全度は地すべりブロックを単位として評価するが、優先度を検討する際には損傷箇所を含むブロックが隣接するブロックやブロック範囲外に与える影響も評価指標として確認する。このときの判断根拠は明確に
しておくこと。

保全対象

保全人口

公共施設

災害時要配慮者利用施設

避難場所

損傷箇所の影響　※
変状が確認されたブロックの
周辺に人家等が位置している
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表 2.3 優先順位評価結果(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6C2覚寺 A-6
横ボーリ

ング工

パイプの

脱落・破

損

鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6C2覚寺 A-2 集水井工
扉の開閉

不可
鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6C2覚寺 A-1 集水井工
扉の開閉

不可
鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

5土砂堆積 C2栃本
Dブロック

水路工
1 14 312 1 0 1 5 12 13年以内水路 洗掘 水路鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

管内閉塞 C2栃本 Aブロック
横ボーリ

ング工
孔口閉塞

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

集水管一

部閉塞、

孔口脱落

C2船岡
B､Dブロッ

ク
集水井

排水管呑

口閉塞
集水井八頭 八頭 八頭 船岡 90

C2上石見 C1水路 水路
枯木で埋

没
⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

水路に木

枝が堆積
C2上石見 A2ブロック 集水井工

水路の目

地から漏

水

横ボーリ

ング工
⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

保護コン

クリート

の破損

C2加瀬木 Eブロック
横ボーリ

ング工

導水管の

破損

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

5 1 14 311～3年 2 1 2 1 0 1 5 1

1 5 1 15 30

28

1～3年 6 1 4 1 0 1 0

5 1 0 1 22

22 28

1～3年 6 1 6 1 5 1

1 5 1 0 11～3年 6 1 6 1 5

5 1 23 271～3年 2 1 6 1 5 1 5 1

1 0 1 0 221 0 1 0 1 0

0 1 0 221年 0 1 0 1 0 1 0 1

1 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0

1年 0土砂堆積 C1横地 水路2系統 水路本体 埋没 集水桝八頭 八頭 八頭 横地 22

集水桝 閉塞 C122 横地 水路1系統 水路本体
埋没、漏

水

排水処理

なし
C1

八頭 八頭 八頭 横地

横地
A、Dブロッ

ク
集水井

天蓋、階

段、フェ

ンス等の

横ボーリ

ング

0 22

八頭 八頭 八頭 横地 22

0 1 0 1 0 11年 0 1 0 1水路工 土砂堆積 C1鳥取 鳥取市
国府町

岩美町
雨滝 2 十王 水路A

1
水路の損

傷
C1家の谷 1ブロック 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0谷止工

本体のひ

び割れ
水路工

3 17

八頭 八頭郡 若桜町 落折 10

0 1 0 1 0 11年 3 1 0 1水路

ずれた目

地部から

漏水

水路

水路脇斜

面の浸食

崩壊

C1⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64 門谷
水路　№5

の下

1 0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3

側部目地

開口によ

る漏水

C1門谷
水路　D西

側
水路

倒木によ

る堆積
水路

3 17

⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

0 1 0 1 0 11年 3 1 0 1集水井工
進入防止

柵の変形
集水井工

貯水槽が

土砂で埋

まる

C1⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64 門谷 Dブロック

1
天蓋扉が

外れる
C1門谷 Cブロック 0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3集水井工

進入防止

柵の変形
集水井工

3 17

⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

0 1 0 1 0 11年 3 1 0 1集水井工
進入防止

柵の変形
集水井工 扉の倒壊 C1⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64 門谷 Bブロック

1 5 1 10 141 2 1 0 1 01年 3閉塞 C1明辺 水路1系統 水路本体
埋没、漏

水
集水桝

10 14

八頭 八頭 八頭 明辺 21

0 1 0 1 5 11年 3 1 2 1集水井
防護柵、

扉の倒壊
集水井

集水管の

閉塞
C1八頭 八頭 八頭 明辺 21 明辺 Cブロック

1

階段、手

すりの破

断

C1明辺 Ａブロック 5 1 10 141 2 1 0 1 01年 3集水井
防護柵、

扉の倒壊
集水井

11 13

八頭 八頭 八頭 明辺 21

0 1 0 1 5 11年 6 1 0 1水路工
導水管の

損傷
C1鳥取 鳥取市 河原町 山上 35 山上 水路F

1 5 1 12 121 0 1 0 1 51年 2
導水管の

脱落
C1山上 1ブロック 集水井工

ポリエチ

レン管の

破損

横ボーリ

ング工

12 9

鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

0 1 0 1 5 11年 5 1 2 1集水井工
昇降口の

破損

横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
C1鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13 大湯棚 8

1
導水管の

脱落
C1大湯棚 3 5 1 12 91 2 1 0 1 01年 5

横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工

12 9

鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

0 1 0 1 5 11年 5 1 2 1集水井工
昇降口の

破損

横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
C1鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13 大湯棚 1

1 5 1 13 71 0 1 0 1 51年 3
水路土砂

堆積
C1栃本

L-2ブロッ

ク

横ボーリ

ング工

集水管閉

塞

横ボーリ

ング工

13 7

鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

0 1 0 1 5 11年 6 1 2 1水路工 土砂堆積 水路工
水路の腐

食
C1鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84 覚寺 水路B

1
排水管が

破断
C1余戸 Bブロック 5 1 15 51 4 1 0 1 01年 6

横ボーリ

ング工

導水管が

逆勾配に

なり漏水

横ボーリ

ング工

15 5

鳥取 鳥取 佐治 河本 44

0 1 5 1 5 11年 3 1 2 1集水井工
防護柵の

破損
集水井工

天蓋の破

損
C1米子 西伯郡 伯耆町 大坂 15 大坂

A・B・C

ブロック

1 5 1 17 21 6 1 0 1 51年 1
進入防護

柵の変形
C1加瀬木 Cブロック 集水井工

天蓋の破

損
集水井工

17 2

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

0 1 5 1 5 11年 1 1 6 1集水井工
天蓋の破

損
集水井工

貯水槽の

湛水
C1鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41 加瀬木 Bブロック

1
集水管の

閉塞
C1加瀬木 Aブロック 5 1 17 21 6 1 0 1 51年 1

横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工

21 1

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 5 1 5 11年 2 1 4 1 5腐食 水路 土砂堆積 C1鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7 栃本
Bブロック

水路工
水路

5：あり

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

係

数

5：該当

0：なし

係

数

6：100人以上

5：50～99人

3：20～49人

2：10～19人

1：1～9人

0：0人

係

数

保全人口 公共施設
災害時要配慮者

利用施設
避難場所

損傷個所の影響

※変状が確認されたブロックの周

辺に人家等が位置している

災害発生時の影響
その他

考えられる指標

合

計

点

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ

地

区

名

ブ

ロ

ッ

ク

名

管理情報 健全度評価

定

期

点

検

の

頻

度

修繕等の優先順位
修

繕

等

の

優

先

順

位

変状レベルｃの

状況（1）

変状レベルｃの

状況（2） ブ

ロ

ッ

ク

健

全

度

評

価

（

水

路

工

に

関

し

て

は

施

設

健

全

度

評

価

）
部

位

変

状

の

内

容

部

位

変

状

の

内

容

6：5施設以上

4：2～4施設

2：1施設

0：なし

係

数
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表 2.3 優先順位評価結果(2/2) 

 

 

 

 

 

係

数

5：該当

0：なし

係

数

部

位

変

状

の

内

容

6：100人以上

5：50～99人

3：20～49人

2：10～19人

1：1～9人

0：0人

係

数

6：5施設以上

4：2～4施設

2：1施設

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

管理情報 健全度評価

定

期

点

検

の

頻

度

修繕等の優先順位
修

繕

等

の

優

先

順

位

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ

地

区

名

ブ

ロ

ッ

ク

名

変状レベルｃの

状況（1）

変状レベルｃの

状況（2） ブ

ロ

ッ

ク

健

全

度

評

価

（

水

路

工

に

関

し

て

は

施

設

健

全

度

評

価

）

災害発生時の影響
その他

考えられる指標

合

計

点

保全人口 公共施設
災害時要配慮者

利用施設
避難場所

損傷個所の影響

※変状が確認されたブロックの周

辺に人家等が位置している

部

位

変

状

の

内

容

71

64

64

64

64

64

64

59

59

59

59

63

64

1～3年

1～3年

1 17

6 1 0 1 0 1 5

1 5 1 17

1 1 6 1 0

1 1 6

1 5 1 16

17

5 1 2 1 0 1 5 1 5

1 5 1 5 1

BBブロック 擁壁工

壁面の亀

裂・湧

水・浮き

⽇野 ⽇野郡 江府町 俣野 98 池ノ内

ライナー

プレート

の腐食

横ボーリ

ング工

排水管の

腐食
B鳥取 鳥取市 佐治町 余戸 44 余戸 Fブロック 集水井工

水路 腐食 集水桝 土砂堆積 B鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41 加瀬木 水路工C

水路 腐食 水路 腐食 B

3年以内

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41 加瀬木 水路工A

1 5 1 17

3年以内 1 0 1 5

1 6 1 0 1 51～3年 1
集水管の

閉塞
B加瀬木 Dブロック 集水井工

進入防護

柵の変形

横ボーリ

ング工

1 5 1 17

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 2 1 0 1 51～3年 5

集水管内

に閉塞物

有り

B古市 Aブロック 集水井工
一部漏水

を確認

横ボーリ

ング工

1 5 1 17

鳥取 鳥取市 佐治町 古市 39

1 2 1 0 1 53年以内 5土砂堆積 B栃本

L2-1ブロッ

ク

水路工

水路 腐食 水路

1栃本
L-2-1ブ

ロック

横ボーリ

ング工
孔口閉塞

横ボーリ

ング工
5 1 17

鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

1 2 1 0 1 51～3年 5孔内閉塞 B

1 5 1 21

鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

1 4 1 5 1 51～3年 2B栃本 Bブロック 集水井工
昇降口扉

破損

1 0 1 22

鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

1 6 1 5 1 51～3年 6
水路に土

砂堆砂
B上石見 D3ブロック

横ボーリ

ング工

集水管に

わずかな

付着物

横ボーリ

ング工

1上石見 D2ブロック
横ボーリ

ング工

孔口保護

擁壁背後

で漏水

0 1 22

⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

1 6 1 5 1 51～3年 6B

1 0 1 22

⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

1 6 1 5 1 51～3年 6B上石見 D1ブロック
横ボーリ

ング工

孔口保護

擁壁から

湧水

1 0 1 22

⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

1 6 1 5 1 51～3年 6B上石見 C3ブロック
横ボーリ

ング工

導水管の

一部破損
⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

1 5 1 23 561 6 1 5 1 53年以内 2土砂堆積 B加瀬木 水路工E 水路 腐食 水路鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 5 1 23 561 6 1 5 1 51～3年 2B加瀬木 Gブロック
横ボーリ

ング工

集水管の

閉塞
鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1B加瀬木 Fブロック 5 1 23 561 6 1 5 1 51～3年 2
横ボーリ

ング工

斜面の土

砂洗掘
鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 0 1 0 531 0 1 0 1 01～3年 0

樹木の成

長による

変形、導

C2横地 Cブロック 排水管

流末排水

管が破断

し、地山

集水管八頭 八頭 八頭 横地 22

1 0 1 0 531 0 1 0 1 03年以内 0
水路の破

断
C2十王 水路B 水路工 土砂堆積 水路工鳥取 鳥取市

国府町

岩美町

雨滝

銀山
2

1 0 1 0 531 0 1 0 1 03年以内 0C2十王 A
横ボーリ

ング工

パイプの

脱落・破

損

鳥取 鳥取市
国府町

岩美町
雨滝 2

1
集水管閉

塞
C2門谷 Aブロック 0 1 3 521 0 1 0 1 03年以内 3

横ボーリ

ング工

排水路の

閉塞

横ボーリ

ング工
⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

1 0 1 5 511 2 1 0 1 03年以内 3C2小原 Aブロック
横ボーリ

ング工

導水管の

半分が

脱落・消

⽇野 ⽇野郡 江府町 小原 63

1 5 1 10 501 2 1 0 1 01～3年 3土砂堆積 C2明辺 水路2系統 水路本体 埋没 集水桝八頭 八頭 八頭 明辺 21

1 5 1 11 451 0 1 0 1 01～3年 6C2山上 水路D 水路工
導水管の

脱落
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1C2山上 水路C 5 1 11 451 0 1 0 1 01～3年 6水路工
天蓋の腐

食
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1 5 1 11 451 0 1 0 1 01～3年 6C2山上 水路A 水路工鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1 5 1 11 451 0 1 0 1 01～3年 6C2山上 D
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1 5 1 11 451 0 1 0 1 01～3年 6
導水管の

損傷
C2山上 C 集水井工

天蓋の腐

食

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1漏水 C2余戸 水路工 5 1 12 381 0 1 0 1 53年以内 2水路 腐食 水路鳥取 鳥取市 佐治町 余戸 44

1 5 1 12 381 0 1 0 1 51～3年 2C2栃本 Fブロック 集水井工
防護柵の

変形
鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5C2大湯棚 51年
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5C2大湯棚 3号水路 水路工
集水管の

閉塞
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1C2大湯棚 2号水路 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5水路工
導水管の

脱落
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5C2大湯棚 7
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5
導水管の

脱落
C2大湯棚 4

横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6

昇降施設

固定ボル

トの脱落

C2津無 B 集水井工
昇降施設

の腐食
集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 津無 38

1C2覚寺 水路A 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6水路工 土砂堆積鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84
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3. 対策工法の選定及び概算工事費の算出 

 健全度評価において要対策と評価された地すべり防止施設について、修繕等の対策工法を選定

し、概算工事費を算出する。 

 

「修繕等の計画」の策定には、予算計画上、対策工法の選定及び概算工事費の算出が必要とな

る。この作業を統一的、効率的に行うために、損傷内容等に応じた対策工法の選定と、概算工

事費の標準的な算出の方法を示す。 

 

3.1 対策工法の選定 

対策工法は、基本的に、変状のある部位及び損傷内容等に対応した対策工法の組み合わせ

により選定される。対策工法(地すべり防止施設)の組み合わせを表 3.1 に示す。 
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表 3.1 損傷項目と主な対策工法の組み合わせ（地すべり防止施設） 

 

 

種
別

部
位

損
傷
形
態

要
調
査

洗
浄
・
清
掃

部
材
交
換

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
補
修

孔
口
保
護
工
・
集
水
桝

劣
化
・
腐
食
、
損
傷
、
変
形

○
○

集
水
桝

土
砂
等
の
堆
積

○
集
水
管

劣
化
・
腐
食
、
損
傷
、
変
形

○
集
水
管
孔
口

集
水
管
の
閉
塞
物
の
付
着

○
腐
食
・
劣
化

○
損
傷
・
変
形

○
○

集
水
管
孔
口

集
水
管
の
閉
塞
物
の
付
着

○
排
水
管
孔
口

排
水
管
の
閉
塞

○
安
全
設
備

腐
食
・
損
傷

○
腐
食
・
劣
化

○
○

損
傷
・
変
形

○
○

土
砂
等
の
堆
積

○
杭
工

頭
部

損
傷
・
傾
動

○
飛
び
出
し
・
引
き
抜
き

○
腐
食
・
劣
化

○
損
傷
・
変
形

○
防
錆
油
等
の
漏
出

○
腐
食
・
劣
化

○
損
傷
・
変
形

○
○

破
損
・
変
形

○
中
詰
材
の
流
出
・
湧
水

○
ひ
び
割
れ

○
○

湧
水

○
○

変
形

○
沈
下

○
※
鳥
取
県
所
管
の
地
す
べ
り
防
止
施
設
の
主
要
な
工
種
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
は
施
工
箇
所
が
無
い
た
め
省
略
し
て
い
る
。

主
な
対
策
工
法

点
検
結
果

法
枠
工

擁
壁
工

受
圧
構
造
物

ア
ン
カ
ー
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

集
水
井
工

水
路
工

頭
部

水
路
・
集
水
桝
・
落
差
工

本
体
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健全度評価 C1、C2 及び B と評価されたブロックについて、表 3.1 を参考に対策工法を検討し

た。検討にあたっては、損傷の原因等を考慮して一般的な工法を組み合わせた。対策工法の一部

を例として以下に示す。 
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表 3.2 対策工法の例(1/2) 

 

 

 

 

 

 

【
加
瀬
木
】
地
区

ブ
ロ
ッ
ク

施
設

番
号

施
設
名

変
状
箇
所

変
状
部
位

変
状

レ
ベ
ル

評
価
し
た
理
由

備
考

対
策
工
法

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

集
水
井
工
（
W
-
4
）

天
蓋

ｃ
天
蓋
の
破
損

写
真
:2
4

1
箇
所

天
蓋
交
換

A
ブ
ロ
ッ
ク

9
横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ａ
Ｈ
Ｂ
－
1
左
）

導
水
管

ｃ
導
水
管
の
脱
落
（
9
/
9
本
）

写
真
:5
3
～
5
8

9
本

部
材
の
交
換

A
ブ
ロ
ッ
ク

9
横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ａ
Ｈ
Ｂ
－
1
左
）

集
水
管

ｃ
集
水
管
の
閉
塞
（
7
/
9
本
）

写
真
:5
5
～
6
2

2
本

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

A
ブ
ロ
ッ
ク

9
横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ａ
Ｈ
Ｂ
－
1
右
）

導
水
管

ｃ
導
水
管
の
脱
落
（
9
/
9
本
）

写
真
:6
3
～
6
8

9
本

部
材
の
交
換

A
ブ
ロ
ッ
ク

9
横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ａ
Ｈ
Ｂ
－
1
右
）

集
水
管

ｃ
集
水
管
の
閉
塞
（
4
/
9
本
）

写
真
:6
5
,6
6
,6
8

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

A
ブ
ロ
ッ
ク

B
ブ
ロ
ッ
ク

1
7

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
6
）

導
水
管

ｃ
排
水
不
良
に
よ
る
湛
水

写
真
:1
1

排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
追
加
・
再
設
置

B
ブ
ロ
ッ
ク

1
4

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
5
）

集
水
管

ｃ
天
蓋
の
破
損

写
真
:2
5

1
箇
所

天
蓋
交
換

B
ブ
ロ
ッ
ク

1
5

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
5
）

導
水
管

ｃ
湛
水
に
よ
り
水
没

写
真
:3
5

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

B
ブ
ロ
ッ
ク

1
6

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
5
）

集
水
管

ｃ
井
筒
底
部
の
湛
水

写
真
:3
6
,3
7

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

B
ブ
ロ
ッ
ク

C
ブ
ロ
ッ
ク

2
1

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
1
）

天
蓋

ｃ
天
蓋
の
破
損

写
真
:2

1
箇
所

天
蓋
交
換

C
ブ
ロ
ッ
ク

2
3

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
1
）

排
水
管

ｃ
井
筒
内
の
湛
水

写
真
:3
3
,3
4

9
本

排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
追
加
・
再
設
置

C
ブ
ロ
ッ
ク

2
4

集
水
井

集
水
井
工
（
Ｗ
-
2
）

天
蓋

ｃ
天
蓋
の
破
損

写
真
:1
7

天
蓋
交
換

C
ブ
ロ
ッ
ク

E
ブ
ロ
ッ
ク

4
5

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ｅ
Ｈ
Ｂ
-
1左

）
孔
口
保
護
工

ｃ
保
護
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
損

写
真
:7

4
本

孔
口
保
護
工
の
改
築
･更

新
E
ブ
ロ
ッ
ク

4
5

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ｅ
Ｈ
Ｂ
-
1右

）
孔
口
保
護
工

ｃ
保
護
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
損

写
真
:2
0

3
本

孔
口
保
護
工
の
改
築
･更

新
E
ブ
ロ
ッ
ク

4
7

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
（
Ｅ
Ｈ
Ｂ
-
3左

）
導
水
管

ｃ
導
水
管
の
破
損

写
真
:3
9

4
本

部
材
の
交
換

E
ブ
ロ
ッ
ク

変
状
規
模
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表 3.2 対策工法の例(2/2) 

 

 

 

 
【
門
谷
】地

区

ブ
ロ
ッ
ク

施
設

番
号

施
設
名

変
状
箇
所

変
状
部
位

変
状

レ
ベ
ル

評
価
し
た
理
由

備
考

対
策
工
法

A
測
線

2
横
ボ
ー
リ
ン
グ

A
-
2
横
B

水
路

c
土
砂
や
木
で
閉
塞
す
る

写
真
：
2
4
.3
9
.4
0
.4
1

1
m

3
排
水
路
土
砂
撤
去

A
測
線

合
計

B
測
線

3
集
水
井

N
o
.6

防
護
柵

c
倒
木
、
降
雪
に
よ
り
倒
壊
す
る

写
真
：
1
9
～
2
5

3
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

B
測
線

合
計

C
測
線

7
集
水
井

N
o
.5

防
護
柵

c
蝶
番
が
壊
れ
、
扉
が
外
れ
る

写
真
：
1
5
～
1
7

1
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

C
測
線

7
集
水
井

N
o
.5

天
蓋

c
倒
木
に
よ
り
変
形
す
る

写
真
：
2
0

1
部
材

天
蓋
交
換

C
測
線

合
計

D
測
線

9
N

o
.1

防
護
柵

c
立
木
が
倒
れ
か
か
る

写
真
：
2
0
.2
1
.2
5
～
3
0

2
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

D
測
線

9
N

o
.1

排
水
ボ
ー
リ
ン
グ

c
閉
塞
し
、
排
水
で
き
て
い
な
い

写
真
：
4
2
.4
4
.4
5

7
2

ｍ
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
再
設
置

D
測
線

1
2

N
o
.2

防
護
柵

c
倒
木
、
降
雪
に
よ
り
変
形
す
る

写
真
：
6
7
.6
8

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

D
測
線

1
2

N
o
.2

天
蓋

c
腐
食
し
穴
が
あ
く

写
真
：
5
8
～
6
2

2
部
材

天
蓋
交
換

D
測
線

1
2

N
o
.2

階
段

c
浮
き
錆
が
生
じ
る

写
真
：
5
8
～
6
2

2
0

部
材

階
段
交
換

D
測
線

1
2

N
o
.2

水
路

c
目
地
で
開
口
し
て
い
る

写
真
：
6
9
～
7
3

1
m

3
排
水
路
土
砂
撤
去

D
測
線

1
5

N
o
.3

貯
水
槽

c
貯
水
槽
が
完
全
に
埋
ま
る

写
真
：
1
0
3

1
0

m
3

土
砂
撤
去

D
測
線

1
8

N
o
.4

防
護
柵

c
倒
壊
す
る

写
真
：
1
8
5
.1
8
6

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

D
測
線

1
8

N
o
.4

天
蓋

c
1
部
材
に
変
形
あ
り

写
真
：
1
8
1
.1
8
2

1
部
材

天
蓋
交
換

D
測
線

2
1

D
-
1
横
B

水
路

c
一
部
開
口
し
亀
裂

写
真
：
2
6
0

1
部
材

水
路
再
設
置

D
測
線

合
計

水
路
D
西
側

2
3

水
路
D
西
側

水
路

c
木
が
倒
れ
こ
み
、
土
砂
の
流
下
を
阻
害
す
る
状
況
と
な
る

写
真
：
5
.1
8
.1
9

1
5

m
3

土
砂
撤
去

水
路
D
西
側

2
3

水
路
D
西
側

水
路

c
水
路
壁
継
ぎ
目
で
の
漏
水

写
真
：
1
0

ク
ラ
ッ
ク
補
修
(砂
防
)

水
路
D
西
側

合
計

水
路
N
o
.5
の
下

2
4

水
路
N
o
.5
の
下

水
路

c
目
地
部
で
ズ
レ
が
あ
り
漏
水
す
る

写
真
：
8
.1
3
.1
4

1
部
材

水
路
再
設
置

水
路
N
o
.5
の
下

合
計

変
状
規
模
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3.2 概算工事費の算出 

概算工事費の算出に必要な、概略の数量は、定期点検結果及び地すべり防止施設の緒元から、

個別に算出する。 

 

概算工事費は、次式で算出することを基本とする。 

 

概算工事費 ＝【 本工事費（対策工の工事費）＋仮設費（水替え）＋工事用道路設置費】 

×消費税 

   ※仮設費（水替え）、工事用道路設置費は、必要に応じて計上する。 

 

算出する概算工事費は、次計画を検討する際に必要となる事業費の目安として算出するもので

あり、予算措置、工事発注にあたっては、別途詳細な検討を行うことを前提としている。 

 次頁に、参考として地すべり防止施設に関する工事費を示す。概算工事費の算出にあたって、

直接工事費にかかる諸経費率は、実績等から便宜的に 2.0 とする。 
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材料費 671 円／1部材
工事費 2,800 円／1部材

(1)横ボーリング工：部材の交換
（参考：集排水ボーリング工　保孔管挿入）

（エルボ）
（１箇所当り2mとする）

配管材料費 174,416 円／箇所
擁壁工 72,700 円／箇所

流末管敷設工 124,890 円／箇所
集水桝工 36,920 円／箇所
工事費 409,000 円／箇所

（2）横ボーリング工：孔口保護工の改築・更新
（参考：もたれ式擁壁　山腹水路工）

（孔口8、流末30m相当）
（H1.3m　W4.5m）
（30m敷設想定）

工事費 3,400 円／m3

（3）横ボーリング工：堆積土砂の掘削
（参考：土工　掘削）

削孔 11,790 円／m
保孔管挿入 632 円／m
工事費 12,500 円／m

削孔 11,790 円／m
保孔管挿入 4,518 円／m
工事費 16,400 円／m

（礫質土）
（サビレス100管挿入　高品質材に更新）

（参考：集排水ボーリング工　削孔・保孔管挿入）
（礫質土）
（VP40ストレーナ管挿入）

（4）横ボーリング工：集水ボーリング工追加・再設置

工事費 400 円／m

(5)横ボーリング工：集水ボーリング工洗浄工
（参考：集排水ボーリング工　洗浄工）

工事費 23,100 円／箇所

（6）水路工：部材の一部交換・再設置
（参考：山腹水路工）

（2m程度交換想定）

工事費 3,400 円／m3

（参考：土工　掘削）
（7）水路工：堆積土砂の掘削

材料費 35,100 円／m （5段分）※１割勾配で据付想定
床掘 493 円／m
埋戻し 460 円／m
据付 3,175 円／m

ボルト締付 1,270 円／m
工事費 40,500 円／m

（\4,000/m3　5段分）
（普通作業員　5段当り）
（普通作業員　5段当り）

(8)水路工：階段工設置
（参考：再生プラスチック擬木階段）

（\3,400/m3　5段分）
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ブロック積 36,758 円／m
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 8,700 円／m
裏込 4,535 円／m

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,310 円／m
底張ｺﾝｸﾘｰﾄ 5,598 円／m
掘削 4,944 円／m
工事費 63,900 円／m （W=1m　三面張）

（参考：ブロック積工他）
（9）水路工：更新

工事費 85,800 円／本

（10）アンカー工：再緊張
（参考：アンカーメーカー作成資料）

工事費 9,000 円／箇所

（11）アンカー工：法面侵食箇所の保護
（参考：法面工植生マット工　市場単価）

（5m2程度想定）

削孔 357,600 円／本
緊張定着 11,670 円／本
グラウト注入 42,349 円／本
材料費 465,000 円／本
工事費 876,700 円／本

（参考：アンカー工）
（30m/本）

（アンカー材＋受圧板（2次製品））

(12)アンカー工：増し打ち

足場工 57,900 円／基
井戸蓋工 23,180 円／基
工事費 81,100 円／基

（井内上下段２回設置想定）

(13)集水井工：足場設置
（参考：ボーリング洗浄工足場設置他）

素地調整 1,050 円／m2

塗替 681 円／m2

工事費 1,800 円／m2

(14)集水井工：再塗装
（参考：道路維持修繕　付属構造物塗替）

土留工 177,600 円／m
材料費 215,000 円／m

裏込砕石 15,249 円／m
工事費 407,900 円／m

(15)集水井工：砕石埋戻し＋小径井設置
（参考：共通工　裏込砕石　＋　集水井工　掘削土留　＋　材料費）

（φ 3m　t3.2mm）

（1m当り2.55m3）
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掘削土留 177,600 円／m
LP材料費 249,000 円／m

再生砕石 22,000 円／m
工事費 448,600 円／m

（φ 3.5m　t3.2mm）

（1m当り11m3）

(16)集水井工：砕石埋戻し＋再掘削集水井設置
（参考：集水井工　掘削土留　＋　材料費）

設置工 60,930 円／1箇所

材料費 151,200 円／1箇所
工事費 212,200 円／1箇所

（H175×175×φ 3500用2組　単
価はメーカーヒアリングによる）

(17)集水井工：ラテラルストラット設置
（参考：集水井工　昇降設備設置　＋　材料費）

材料費 671 円／本
工事費 3,200 円／本 （１本当り2mとする）

(18)集水井工：孔口保孔管の延長・追加
（参考：集排水ボーリング工　保孔管挿入）

（エルボ）

削孔 14,040 円／m
保孔管挿入 812 円／m
工事費 14,900 円／m

削孔 14,040 円／m

保孔管挿入 4,811 円／m
工事費 18,900 円／m

（礫質土）

（サビレス100管挿入　高品質材
に更新）

（参考：集排水ボーリング工　削孔・保孔管挿入）
（19）集水井工：集水ボーリング工追加・再設置

（礫質土）
（VP40ストレーナ管挿入）

工事費 400 円／m

（20）集水井工：集水ボーリング工洗浄工
（参考：集排水ボーリング工　洗浄工）

削孔 16,220 円／m
保孔管挿入 3,571 円／m
工事費 19,800 円／m

削孔 16,220 円／m

保孔管挿入 4,201 円／m
工事費 20,500 円／m

（SGP100A白管挿入　高品質材
に更新）

（21）集水井工：排水ボーリング工追加・再設置
（参考：集排水ボーリング工　削孔・保孔管挿入）

（礫質土）

（礫質土）

（SGP100A黒管挿入）
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材料費 57,300 円／1部材
設置工 6,093 円／m
工事費 63,400 円／1部材

（22）集水井工：階段交換
（参考：集水井工　昇降用階段設置工）

（A～D型タラップの平均値）

材料費 190,000 円／1部材
設置工 23,180 円／基
工事費 213,200 円／1部材

（参考：集水井工　昇降用階段設置工）
（1/2分割）

（23）集水井工：天蓋交換

撤去工 4,460 円／1ｽﾊﾟﾝ
設置工 31,015 円／1ｽﾊﾟﾝ
工事費 35,500 円／1ｽﾊﾟﾝ

（24）集水井工：フェンス交換
（参考：道路付属施設　防護柵設置工　金網・支柱）

（1ｽﾊﾟﾝ5m）

材料費 750,000 円／箇所
設置工 12,186 円／m
工事費 762,200 円／箇所

（参考：集水井工　昇降用階段設置工）
（メーカーヒアリングによる）
（階段2m設置程度作業と想定）

（25）集水井工：点検用中間足場の設置

工事費 4,000 円／m3

（26）集水井工：基礎コンクリート下間詰
（参考：土工　埋戻し）

掘削土留 119,900 円／m
LP材料費 315,400 円／m 削孔 14,040 円／m
階段設置費 6,093 円／m 保孔管挿入 812 円／m
階段材料費 50,000 円／m 工事費 14,900 円／m
工事費 491,400 円／m

井戸蓋設置工 23,180 円／基 削孔 16,220 円／m
井戸蓋材料費 380,000 円／基 保孔管挿入 3,571 円／m
フェンス設置工 124,060 円／基 工事費 19,800 円／m
工事費 527,300 円／基

（礫質土）
（SGP100A黒管挿入）

排水ボーリング工

（VP40ストレーナ管挿入）

（27）集水井工：新設

（φ 3.5m　t3.2mm　補強リング、ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾃｨﾌﾅｰ）

（参考：集水井工　掘削土留　他） （参考：集排水ボーリング工）
集水ボーリング工
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前述した対策工法について、点検結果及び台帳の添付図面等から概略の数量を個別に算出し、

概算工事費を算出した。ここでは、主要な工種について直接工事費を計上し、概算工事費＝

本工事費（直接工事費）×2 とすることで、仮設費等を見込むものとした。表 3.3 に対策工

法・工事費の一部を示す。 
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表 3.3 対策工法・工事費(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
大
湯
棚
】地

区

ブ
ロ
ッ
ク

施
設

番
号

施
設
名

変
状
箇
所

変
状
部
位

変
状

レ
ベ
ル

評
価
し
た
理
由

備
考

対
策
工
法

単
価

（
千
円
）

直
工

（
千
円
）

概
算
工
事
費

(直
工
×
2
）

（
千
円
）

ブ
ロ
ッ
ク

概
算
工
事
費

（
千
円
）

備
考

算
出
根
拠
メ
モ

1
ブ
ロ
ッ
ク

6
集
水
井

集
水
井
(W
-
2
)

昇
降
口

c
昇
降
口
の
破
損

写
真
：
1
8

1
箇
所

天
蓋
交
換

1
箇
所

2
1
3
.2

0
0

2
1
3

4
2
6

表
面
の
腐
食
も
進
行
し
て
お
り
天
蓋
1
部
材
の
交
換
と
す
る

1
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

導
水
管

c
導
水
管
の
脱
落
（
3
/
3
本
）

写
真
：
3
3

3
本

部
材
の
交
換

9
部
材

2
.8

0
0

2
5

5
0

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

1
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

集
水
管

c
孔
口
閉
塞
（
2
/
3
本
）

写
真
：
3
4

2
本

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

1
6
6

m
0
.4

0
0

6
6

1
3
2

施
設
台
帳
4
本
で
∑
L
=
1
6
6
m
、
た
だ
し
現
地
で
は
3
本
し
か
確
認
で
き
ず

1
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

孔
口
保
護
工

c
損
壊
に
よ
る
漏
水

写
真
：
3
5

1
箇
所

部
材
の
交
換

3
部
材

2
.8

0
0

8
1
6

配
管
交
換
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
間
詰
で
対
応
可
と
判
断

1
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

孔
口
保
護
工

c
損
壊
に
よ
る
漏
水

写
真
：
3
5

1
箇
所

間
詰

0
.5

m
3

4
.0

0
0

2
4

集
水
井
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
間
詰
単
価
を
使
用

1
ブ
ロ
ッ
ク

1
1

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
4
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
2
/
4
本
）

写
真
：
4
0

2
本

部
材
の
交
換

6
部
材

2
.8

0
0

1
7

3
4

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

1
ブ
ロ
ッ
ク

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

6
6
2

5
1
年
ブ
ロ
ッ
ク

1
9

横
ボ
ー
リ
ン
グ

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
5
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
4
/
5
本
）

写
真
：
1
9

4
本

部
材
の
交
換

1
2

部
材

2
.8

0
0

3
4

6
8

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

5
1
年
ブ
ロ
ッ
ク

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

6
8

3
ブ
ロ
ッ
ク

3
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
8
)

導
水
管

c
導
水
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の
脱
落
（
3
/
3
本
）

写
真
：
1
2

3
本

部
材
の
交
換

9
部
材

2
.8

0
0

2
5
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1
本
あ
た
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3
部
材
と
推
定

3
ブ
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ッ
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3
0

横
ボ
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リ
ン
グ
工

横
ボ
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リ
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(B
-
8
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集
水
管
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集
水
管
破
損
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/
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本
)

写
真
：
1
3

2
本

部
材
の
交
換

0
部
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2
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0
0

0
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水
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補
修
で
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回
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す
る
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計
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3
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横
ボ
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リ
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ボ
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-
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導
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（
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写
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1
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5
本

部
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換

1
5

部
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2
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0
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本
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3
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推
定

3
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3
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横
ボ
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リ
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グ
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ボ
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(B
-
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)
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：
2
0

3
本
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換
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2
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0
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導
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る
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上
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ボ
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）
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0
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横
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土
砂
堆
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0
0
％
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#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

2
7
8

4
ブ
ロ
ッ
ク

3
8

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
1
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
6
/
1
0
本
）

写
真
：
1

6
本

部
材
の
交
換

1
8

部
材

2
.8

0
0

5
0

1
0
0

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

4
ブ
ロ
ッ
ク

3
9

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
2
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
2
/
2
本
）

写
真
：
1
4

2
本

部
材
の
交
換

6
部
材

2
.8

0
0

1
7

3
4

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

4
ブ
ロ
ッ
ク

4
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
6
/
8
本
）

写
真
：
1
9

6
本

部
材
の
交
換

1
8

部
材

2
.8

0
0

5
0

1
0
0

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

4
ブ
ロ
ッ
ク

4
0

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
3
)

集
水
桝

c
土
砂
堆
積
8
0
%

写
真
：
2
9

0
.6

m
3

堆
積
土
砂
の
掘
削

0
.6

m
3

3
.4

0
0

2
4

[L
]0
.8
(m
)×
[W
]0
.4
(m
)×
[H
]2
.5
(m
)×
8
0
%

4
ブ
ロ
ッ
ク

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

2
3
8

7
ブ
ロ
ッ
ク

4
8

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
1
5
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
3
/
5
本
）

写
真
：
1

3
本

部
材
の
交
換

9
部
材

2
.8

0
0

2
5

5
0

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

7
ブ
ロ
ッ
ク

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

5
0

8
ブ
ロ
ッ
ク

5
2

集
水
井

集
水
井
(W
-
5
)

昇
降
口

ｃ
昇
降
口
の
破
損

写
真
：
1
7

1
箇
所

天
蓋
交
換

1
箇
所

2
1
3
.2

0
0

2
1
3

4
2
6

表
面
の
腐
食
も
進
行
し
て
お
り
天
蓋
1
部
材
の
交
換
と
す
る

8
ブ
ロ
ッ
ク

5
5

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
1
1
)

導
水
管

c
導
水
管
脱
落
（
6
/
6
本
）

写
真
：
3
0

6
本

部
材
の
交
換

1
8

部
材

2
.8

0
0

5
0

1
0
0

1
本
あ
た
り
3
部
材
と
推
定

8
ブ
ロ
ッ
ク

5
5

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横
ボ
ー
リ
ン
グ
(B
-
1
1
)

排
水
路

c
側
部
損
壊
に
よ
る
漏
水

写
真
：
3
9

1
.0

部
材

部
材
の
一
部
交
換
・
再
設
置

1
.0

部
材

2
3
.1

0
0

2
3

4
6

8
ブ
ロ
ッ
ク

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

5
7
2

水
路
工
（
2
号
）

1
4

水
路
工
（
2
号
）

水
路
工

排
水
路

b
堆
積
1
0
0
％
　
L
=
1
.7
ｍ

写
真
：
3

0
.1

m
3

堆
積
土
砂
の
掘
削

0
.1

m
3

3
.4

0
0

0
0

[L
]1
.7
(m
)×
[W
]0
.2
5
(m
)×
[H
]0
.2
5
(m
)×
1
0
0
%

水
路
工
（
2
号
）

1
5

水
路
工
（
2
号
）

水
路
工

排
水
路

ｃ
堆
積
1
0
0
％
　
L
=
2
.3
ｍ

写
真
：
8

0
.1

m
3

堆
積
土
砂
の
掘
削

0
.1

m
3

3
.4

0
0

0
0

[L
]2
.3
(m
)×
[W
]0
.2
5
(m
)×
[H
]0
.2
5
(m
)×
1
0
0
%

水
路
工
（
2
号
）

1
E
+
1
1

1
※
切
り
上
げ

水
路
工
（
3
号
）

4
4

水
路
工
（
3
号
）

水
路
工

排
水
路

ｃ
堆
積
1
0
0
％
　
L
=
9
.6
ｍ

写
真
：
5

0
.6

m
3

堆
積
土
砂
の
掘
削

0
.6

m
3

3
.4

0
0

2
4

[L
]9
.6
(m
)×
[W
]0
.2
5
(m
)×
[H
]0
.2
5
(m
)×
1
0
0
%

水
路
工
（
3
号
）

1
E
+
1
1

4

変
状
規
模

対
策
数
量
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表 3.3 対策工法・工事費(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
横
地
】
地
区

ブ
ロ
ッ
ク

施
設

番
号

施
設
名

変
状
箇
所

変
状
部
位

変
状

レ
ベ
ル

評
価
し
た
理
由

備
考

対
策
工
法

単
価

（
千
円
）

直
工

（
千
円
）

概
算
工
事
費

(直
工
×
2
）

（
千
円
）

ブ
ロ
ッ
ク

概
算
工
事
費

（
千
円
）

備
考

算
出
根
拠
メ
モ

A
ブ
ロ
ッ
ク

7
集
水
井

W
-
1

天
蓋

ｃ
腐
食
し
開
口

写
真
:1
4
2
,1
4
3

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

7
集
水
井

W
-
1

階
段

ｃ
腐
食
、
手
す
り
破
損

写
真
:1
3
3
～
1
3
7

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

7
集
水
井

W
-
1

排
水
管

ｃ
井
筒
内
湛
水

写
真
:1
3
0

8
1

m
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

8
1

m
0
.4

0
0

3
2

6
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

6
集
水
井

W
-
2

天
蓋

ｃ
腐
食
に
よ
る
劣
化
、
変
形

写
真
:1
1
2
,1
1
3

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

6
集
水
井

W
-
2

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
損
壊

写
真
:9
7
,1
1
4
,1
1
6

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

6
集
水
井

W
-
2

扉
ｃ

フ
ェ
ン
ス
の
変
形
で
施
錠
で
き
な
い

写
真
:1
1
7

直
上
の
項
目
で
対
応
可
能
な
た
め
非
計
上

A
ブ
ロ
ッ
ク

6
集
水
井

W
-
2

階
段

ｃ
腐
食
に
よ
る
劣
化
、
変
形

写
真
:1
0
9
～
1
1
1

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

4
集
水
井

W
-
3

天
蓋

ｃ
腐
食
し
穴
が
開
く

写
真
:6
9

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

4
集
水
井

W
-
3

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
損
壊

写
真
:4
9
，
7
0
，
7
1

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

4
集
水
井

W
-
3

扉
ｃ

フ
ェ
ン
ス
の
変
形
で
施
錠
で
き
な
い

写
真
:7
2

直
上
の
項
目
で
対
応
可
能
な
た
め
非
計
上

A
ブ
ロ
ッ
ク

4
集
水
井

W
-
3

階
段

ｃ
腐
食
し
断
面
欠
損

写
真
:6
3
～
6
8

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

3
集
水
井

W
-
4

天
蓋

ｃ
腐
食
し
破
損

写
真
:4
3
，
4
5

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

3
集
水
井

W
-
4

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
大
破
す
る

写
真
:4
6
，
4
8

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

3
集
水
井

W
-
4

階
段

ｃ
腐
食
が
進
行
し
断
面
欠
損

写
真
:4
1
，
4
2
，
4
4

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

3
集
水
井

W
-
4

排
水
管

ｃ
2
系
統
あ
る
排
水
管
の
う
ち
W
-
3
へ
の
排
水
管
は
機
能
し
て
い
な
い

写
真
:3
7

4
4

m
4
4

m
0
.4

0
0

1
8

3
6

A
ブ
ロ
ッ
ク

2
集
水
井

W
-
5

天
蓋

ｃ
腐
食
が
進
行
し
断
面
欠
損

写
真
:2
1
，
2
4

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

2
集
水
井

W
-
5

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
大
破
す
る

写
真
:1
，
2
2

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

2
集
水
井

W
-
5

階
段

ｃ
腐
食
が
進
行
し
断
面
欠
損

写
真
:1
5
～
2
0

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

2
集
水
井

W
-
5

排
水
管

ｃ
腐
食
し
、
管
が
破
断

写
真
:1
3
，
1
4

1
本

保
孔
管
延
長

1
本

3
.2

0
0

3
6

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

W
-
6

井
筒

ｃ
井
筒
内
水
没
/
練
石
積
み
倒
壊
し
、
吐
口
埋
没

写
真
:8
1

2
0

m
砕
石
埋
戻
し
+
小
径
井
設
置

2
0

m
4
0
7
.9

0
0

8
,1

5
8

1
6
,3

1
6

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

W
-
6

天
蓋

ｃ
腐
食
し
劣
化

写
真
:9
3

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

W
-
6

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
倒
壊

写
真
:9
6

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

W
-
6

階
段

ｃ
腐
食
し
変
形
す
る

写
真
:8
9
～
9
2

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

5
集
水
井

W
-
6

排
水
管

ｃ
井
筒
内
水
没
/
練
石
積
み
倒
壊
し
、
吐
口
埋
没

写
真
:8
0
，
8
7
，
8
8

6
5

m
ボ
ー
リ
ン
グ
再
掘
削

6
5

m
0
.4

0
0

2
6

5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

井
筒

ｃ
固
定
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
沈
下

写
真
:1
6
8

2
0

m
砕
石
埋
戻
し
+
小
径
井
設
置

2
0

m
4
0
7
.9

0
0

8
,1

5
8

1
6
,3

1
6

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

天
蓋

ｃ
腐
食
し
穴
が
開
く

写
真
:1
6
6
，
1
6
7

2
部
材

天
蓋
交
換

2
部
材

2
1
3
.2

0
0

4
2
6

8
5
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

防
護
柵

ｃ
倒
木
に
よ
り
損
壊

写
真
:1
4
4
，
1
6
9
～
1
7
2

4
ス
パ
ン

フ
ェ
ン
ス
交
換

4
ス
パ
ン

3
5
.5

0
0

1
4
2

2
8
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

扉
ｃ

フ
ェ
ン
ス
の
変
形
で
施
錠
で
き
な
い

写
真
:1
7
3

直
上
の
項
目
で
対
応
可
能
な
た
め
非
計
上

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

階
段

ｃ
腐
食
進
行

写
真
:1
6
2
～
1
6
5

1
6

部
材

階
段
交
換

1
6

部
材

6
3
.4

0
0

1
,0

1
4

2
,0

2
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

8
集
水
井

W
-
7

排
水
管

ｃ
孔
口
に
て
流
末
パ
イ
プ
が
破
断

写
真
:1
5
8

8
1

m
ボ
ー
リ
ン
グ
工
洗
浄
工

8
1

m
0
.4

0
0

3
2

6
4

A
ブ
ロ
ッ
ク

9
横
B

B
-
1
横
B

流
末
処
理
管

ｃ
流
末
施
設
な
く
、
地
山
に
再
浸
透

写
真
:1
7
5
,1
7
6

6
0

箇
所
(2
m
)

排
水
管
設
置

6
0

箇
所
(2
m
)

2
3
.1

0
0

1
,3

8
6

2
,7

7
2

A
ブ
ロ
ッ
ク

2
9

横
B

B
-
2
横
B

排
水
路

ｃ
流
末
排
水
が
埋
没

写
真
:1
8
3
.1
8
4

1
0

m
3

堆
積
土
砂
の
掘
削

1
0

m
3

3
.4

0
0

3
4

6
8

A
ブ
ロ
ッ
ク

3
0

横
B

B
-
3
横
B

導
水
管

ｃ
排
水
路
に
届
か
な
い

写
真
:1
8
5
～
1
8
7

1
0

箇
所
(2
m
)

設
置

1
0

箇
所
(2
m
)

3
.2

0
0

3
2

6
4

D
ブ
ロ
ッ
ク

3
2

横
B

B
-
6
横
B

導
水
管

ｃ
５
本
中
４
本
破
損

写
真
:1
9
6
～
1
9
8

4
箇
所
(2
m
)

設
置

4
箇
所
(2
m
)

3
.2

0
0

1
3

2
6

D
ブ
ロ
ッ
ク

3
2

横
B

B
-
6
横
B

流
末
処
理

ｃ
流
末
施
設
な
く
、
地
山
に
再
浸
透

写
真
:1
9
7

1
5

箇
所
(2
m
)

排
水
路
設
置

1
5

箇
所
(2
m
)

2
3
.1

0
0

3
4
7

6
9
4

A
+
D
ブ
ロ
ッ
ク

合
計

#
#
#
#
#
#
#
#
#
#

5
8
,3

4
2

C
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

横
B

B
-
4
横
B

流
末
処
理

ｃ
排
水
管
破
断
に
よ
り
全
漏
水

写
真
:9

1
5

箇
所
(2
m
)

排
水
路
設
置
（
交
換
）

1
5

箇
所
(2
m
)

2
3
.1

0
0

3
4
7

6
9
4

C
ブ
ロ
ッ
ク

1
1

横
B

B
-
5
横
B

流
末
処
理

ｃ
排
水
管
破
断
に
よ
り
全
漏
水

写
真
:1
7

1
5

箇
所
(2
m
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4. 経過観察 

地すべり防止施設の状態を俯瞰的、継続的に把握するため、健全度に応じた点検頻度等を設

定し、適切かつ効率的な経過観察を行う。 

 

(1) 点検計画 

計画的かつ効率的な点検の実施が図られるよう、県土整備局及び県土整備事務所単位で、

点検に関する次の事項をとりまとめた点検計画を策定する。関連事項を第 5 章に示す。 

 

(2) 点検の種類 

本県における地すべり防止施設の点検は、表 4.1 に示す「定期点検」、「臨時点検」、「詳

細点検」から構成される。 

 

表 4.1 点検の種類と目的、頻度 

点検の 

種類 
目  的 実施方式 実施頻度（時期） 

定期点検 

 砂防関係施設の漏水・湧 

水・洗掘・亀裂・破損・ 地

すべり等の有無などの 施

設状況及び施設に直接 影

響を与える周辺状況に つ

いて点検する。 

・目視点検を基本と

する。 

・その他必要に応じ

て簡易計測等を実

施 

・委託または直営 

地すべり防止施設の健全度

に応じた点検計画に基づき

実施する。 

臨時点検 

出水や地震時などによる

砂防関係施設の損傷の有

無や程度及び施設に直接

影響を与える周辺状況を

把握、確認する。 

・目視点検を基本と

する。 

・その他必要に応じ

て簡易計測等を実

施 

・直営 

豪雨出水後及び震度 45強以

上の地震発生後に実施する

（表 4.2）。 

詳細点検 

定期点検や臨時点検では 

その変状の程度や原因の 

把握が困難な場合に実施 

する。 

・目視 

・簡易計測等 

・測量調査 

・破壊・非破壊検査 

・委託または直営 

定期点検等で異常が確認さ

れた場合に、必要に応じて

実施する。 

出典：参考資料② 

 

なお、特定テーマを定めて随時実施される点検は、本要領(案)の対象外とする。例えば、「砂 

防設備の安全利用点検の実施について(平成 14 年 3 月 25 日付河川局砂防部保全課長)」の

ような 特定テーマの計画策定のための一斉点検等などは、その通知された点検内容に従って

実施する。 
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表 4.2 地震発生時の点検及び活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：参考資料⑤） 

 

(3) 点検の頻度 

地すべり防止施設は、豪雨出水や経年劣化などにより健全度は変化するために、継続的に

点検による状態把握が必要である。全ての地すべり防止施設を一律に点検するのではなく、

現状の健全度等に応じた点検頻度を設定する。この点検頻度を基に、点検計画を策定する。 

点検頻度は、表 4.3 の設定表を用いる。設定表により、第１段階で「施設の健全度」、第２

段階で「施設の重要度（保全対象への影響）」により区分し、５年以内で点検頻度を設定する。

なお、設定表に示した評価指標は、本県の整備プログラムの評価指標から、地すべり防止施

設の長寿命化計画(点検および修繕等)に適用可能なものを抽出し、その他必要と考えられるも

のを選定する。表 4.4 に評価指標を整理した一覧を示す。 

地すべり防止施設の完成後の初回点検は、健全度「Ａ 対策不要」と同様の完成後５年と

する。 

なお、修繕等を実施した地すべり防止施設は、その時点で健全度評価を行い、この健全度

評価に基づき経過観察方法の検討を行う。 

 

 

(4) 点検方法、点検項目等 

別に定める「砂防関係施設点検要領（案）鳥取県補足版」（参考資料②）および点検チェッ

クシートによる。 

 

(5) 点検個票、点検結果一覧 

別に定める「砂防関係施設点検要領（案）鳥取県補足版」(参考資料②)および「砂防関係施

設点検要領（案）補足資料」による。 

 



 

4-3 

表 4.3 点検頻度の設定表 

第１段階 第２段階 
定期点検等の

頻度 施設の健全度 
施設の重要度 

（保全対象への影響等） 

A 

対策不要 

施設完成後の 

初回点検 
－ ５年以内 

「C2」 

補修改築が必要だが当面は
経過観察 

及び 

「B」 

経過観察 

【その他】 

・下記以外 
５年以内 

【過去の災害実績】 

 1)直近の災害発生あり 

 2)過去 10 年間より前の災害実績あり 

【災害発生時の影響】(影響範囲内) 

1)保全人口 100 人以上 

2)公共施設 5 施設以上 

3)避難所あり 

4)災害時要配慮者関連施設あり 

【損傷箇所の影響】 

1)変状が確認されたブロックの周辺に人家等

が立地 

５年以内 

「C1」 

補修改築が必要 
－ ５年以内 

※点検頻度は５年に１回を基本とするが、現状の施設の健全度等に応じて、危険レベルが高けれ  

  ば点検頻度を早めるなど、適切に管理を行うこと。 

※定期点検サイクルは、緊急点検もしくは詳細点検を実施した場合には、緊急点検等の実施し

た時点から起算してもよい。 

※対策（修繕工事、災害関連事業、災害災害復旧工事、緊急改築工事等）を講じた施設は、基本

的には「Ａ 対策不要」な状態に戻ることを想定する。その際は、すみやかに点検を行い、健

全度評価の更新を行うこと。 

※災害発生時の影響に関する情報のうち「公共施設」「避難所」「災害時要配慮者関連施設」に関

する情報は、地滑り区域調書様式３-２を参考とし、現地調査時の情報を踏まえて記入する。 

※災害履歴は地滑り区域調書様式２-２及び２-３を参考とし、現地調査時の情報を踏まえて記入

する。 
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表 4.4 優先順位に関する評価指標の整理 

 

※健全度は地すべりブロックを単位として評価するが、優先度を検討する際には損傷箇所を含

むブロックが隣接するブロックやブロック範囲外に与える影響も評価指標として確認する。

このときの判断根拠は明確にしておくこと。 

※災害発生時の影響に関する情報のうち「公共施設」「避難所」「災害時要配慮者関連施設」に関

する情報は、地滑り区域調書様式３-２を参考とし、現地調査時の情報を踏まえて記入する。 

※災害履歴は地滑り区域調書様式２-２及び２-３を参考とし、現地調査時の情報を踏まえて記入

する。 

 

 評価指標 

地すべり防止

施設の長寿命

化計画への適

用性 
備考 

点検 
修 繕

等 

評 

価 

指 

標 

レッド指定有無 × × 

地すべりではレッ

ド指定が無いため

適用しない 

区
域
の
危
険
度 過去の災害

実績 

直近の災害発生の有無 ○ × 
施設整備後、降雨

等をきっかけに地

すべりブロックへ

影響が見られたケ

ースを考慮する。 
過去 10 年間より前の災害実績の有無。 ○ × 

地域防災計画上「危険性がある」と位置づ

けられた地震【震度６弱】 
× × 

「大規模地震の発

生」の可能性を評

価しているもので

あるが、確実性が

不明であるため、

指標に含めない。 

災
害
発
生
時 

の
影
響 

保全対象 

保全人口（人） ○ ○ 
修繕等の費用が多

額になる事業は、

点検と比較して優

先的に対策を行う

施設選定が必要で

ある 

重要な公共的施設の有無（施設）（避難所、

災害時要配慮者関連施設を除く） 
○ ○ 

影響範囲の避難場所、避難路の有無（地域

防災計画に位置付け・その他） 
○ ○ 

災害時要配慮者関連施設(要配慮者利用施

設)の有無（重要施設 or 一般施設 or なし） 
○ ○ 

実
施 

可
能
度 

地元要望のレベル × ×  

要望の内容 × ×  

そ

の

他

考

え

ら

れ

る

評
価
指
標 

施
設
の 

重
要
度 

損傷箇所の影響 ※ 

変状が確認されたブロックの周辺に人家等が位置してい

るか、否か。 

○ ○  
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5. 年次計画の策定 

 年次計画は、「点検計画」と「修繕等の計画」で構成する。 

計画対象期間は１０年間を目安とし、定期点検の結果、修繕等の状況など踏まえて、逐次、見

直すものとする。 

 

平成 31 年 3 月に鳥取県砂防関係施設長寿命化計画を策定し、各施設（各事務所・局ごと）にお

ける年次計画を策定している。（参考資料④） 

 

(1) 点検計画 

健全度に応じた点検頻度等を参考に、鳥取県管内を単位として、今後１０年間の点検計画

を策定する。 

点検計画は、県土整備局及び県土整備事務所において、点検対象の地すべり防止施設を選

別したうえで、修繕等の計画も含めて「事業計画表(年次計画)」を作成する。 

 

(2) 修繕等の計画 

健全度評価において、『「C1」補修改築が必要』と評価された地すべり防止施設を対象として、

修繕等の優先順位、対策工法、概算工事費などを参考に、県土整備局及び県土整備事務所単位

に、今後１０年間の修繕等の計画を策定する。ただし、今回のサンプルにおいては、「C1」と

評価された施設は 2 施設のみであるため、「C2」及び「B」と評価された施設も修繕等の計画

の対象とする。 

修繕等の計画は、県土整備局及び県土整備事務所において修繕等対象の地すべり防止施設を

選別したうえで、点検の計画も含めて「事業計画表(年次計画)」を作成する。 

 

鳥取県砂防関係施設長寿命化計画（参考資料④）では年次計画策定の結果、C1 評価となった

ブロック（26 ブロック）の概算事業費は約 114 百万円となった。 

また、優先順位が高位なものから修繕等の工事を進めていくことを基本とするが、地元要望な

らびに社会環境の変化に応じて柔軟に対応することが必要である。 

 

①早急な修繕の必要性 

    砂防関係施設の機能及び性能を長期にわたり維持・確保することは当然であるが、現状

を放置すれば次のような問題が生じる。現状の要対策箇所の修繕を早期に行い、さらには

予防保全に取り組むことで、トータルコストの縮減を図り、施設を健全に保っていくこと

が重要である。 

    ・致命傷となってからの事後保全による、費用の増大。 

    ・老朽化の進行による、要対策箇所（C1,C2）のさらなる増加。 

    ・要対策箇所（C1、C2）及び経過観察箇所（B）の点検にかかる労力と費用の継続的な

負担。 
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  ②修繕にかかる事業費 

現在の年次計画（地すべり防止施設編）では各所局合わせて 20 百万円／年の修繕費（県単

費）が予算付けされる見込みとして計画している。 

・砂防   20 百万円／年×5 所局＝100 百万円／年 

・急傾斜  20 百万円／年×5 所局＝100 百万円／年 

◎地すべり 20 百万円／年（県内全域） 

・雪崩   20 百万円／年（県内全域） 

 

表 5.1 要対策箇所（C1）の修繕にかかる概算事業費（千円） 

 全体（C1） 砂防（C1） 急傾斜（C1） 地すべり（C1） 雪崩（C1） 

 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 

鳥取 245 1,435,224 210 1,292,140 22 124,100 13 18,984 0 0 

八頭 243 3,123,322 216 2,916,840 19 116,000 7 85,482 1 5,000 

中部 101 341,150 70 318,850 31 22,300 0 0 0 0 

米子 123 1,120,018 94 514,550 28 604,900 1 568 0 0 

日野 126 312,920 108 296,290 13 7,900 5 8,730 0 0 

合計 838 6,332,634 698 5,338,670 113 875,200 26 113,764 1 5,000 

完了

年数 

― 27年 ― 54年 ― 9年 ― 6年 ― 1年 

（出典：参考資料④） 

 

   現在の計画ではC1評価地区の修繕完了に 6年かかる見込みである。この間にC2評価地区、

B 評価地区が劣化による機能・性能低下により要対策 C1 評価となる可能性もあり、継続し

て計画的に修繕を進めていく必要がある。 

   ただし、計画に基づくこれらの予算要求に対して県財政が 100％予算付けすることは無く、

むしろ大幅に削減される可能性もあるため、長寿命化計画の見直しとともに今後の修繕計画

の検証も実施していく必要がある。 

  ※現在の鳥取県財政課では事後保全の考えが強いため、予防保全による「県単費」のトータ

ルコスト縮減よりも、事後保全による災害復旧事業、災害関連事業の「補助（国費）」を優

先している。 
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表 5.2 事業計画表(年次計画)（1/2） 

 

 

 

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 3.61

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 1.94

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 6.64

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 4.02

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.57

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.04

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.02

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.61

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.66

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.28

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.57

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.24

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.24

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.69

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 1.71

点検 ○ ○ 修繕後は5年毎に点検

修繕 0.52

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.21

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.50

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 7.87

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.10

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.05

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 7.52

管理情報 健全度評価

定

期

点

検

の

頻

度

修繕等の優先順位
修

繕

等

の

優

先

順

位

変状レベルｃの

状況（1）

変状レベルｃの

状況（2） ブ

ロ

ッ

ク

健

全

度

評

価

（

水

路

工

に

関

し

て

は

施

設

健

全

度

評

価

）

保全人口 公共施設
災害時要配慮者

利用施設
避難場所

損傷個所の影響

※変状が確認されたブロックの周

辺に人家等が位置している

H31

災害発生時の影響
その他

考えられる指標

合

計

点

事業区

分

事業期間

備考

H38 H39 H40部

位

変

状

の

内

容

部

位

変

状

の

内

容

H32 H33 H34 H35 H36 H37

点検

水路 腐食 水路鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

係

数

5：あり

0：なし

係

数

5：該当

0：なし

係

数

6：100人以上

5：50～99人

3：20～49人

2：10～19人

1：1～9人

0：0人

係

数

6：5施設以上

4：2～4施設

2：1施設

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ

地

区

名

ブ

ロ

ッ

ク

名

5 1 21 11 4 1 5 1 51年 2

加瀬木 Aブロック
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1土砂堆積 C1栃本
Bブロック

水路工

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 5 1 17 21 6 1 0 1 51年 1
集水管の

閉塞
C1

貯水槽の

湛水
C1加瀬木 Bブロック 集水井工

天蓋の破

損
集水井工 1 5 1 17 21 6 1 0 1 51年 1

進入防護

柵の変形
C1加瀬木 Cブロック 集水井工

天蓋の破

損
集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

集水井工
防護柵の

破損
集水井工米子 西伯郡 伯耆町 大坂 15

1 5 1 17 21 6 1 0 1 51年 1

5 1 15 51 2 1 0 1 51年 3

余戸 Bブロック
横ボーリ

ング工

導水管が

逆勾配に

なり漏水

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取 佐治 河本 44

1
天蓋の破

損
C1大坂

A・B・C

ブロック

鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1 5 1 15 51 4 1 0 1 01年 6
排水管が

破断
C1

水路の腐

食
C1覚寺 水路B 水路工 土砂堆積 水路工 1 5 1 13 71 2 1 0 1 01年 6

水路土砂

堆積
C1栃本

L-2ブロッ

ク

横ボーリ

ング工

集水管閉

塞

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

集水井工
昇降口の

破損

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 13 71 0 1 0 1 51年 3

5 1 12 91 2 1 0 1 01年 5

大湯棚 3
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1
導水管の

脱落
C1大湯棚 1

鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 12 91 2 1 0 1 01年 5
導水管の

脱落
C1

導水管の

脱落
C1大湯棚 8 集水井工

昇降口の

破損

横ボーリ

ング工
1 5 1 12 91 2 1 0 1 01年 5

導水管の

脱落
C1山上 1ブロック 集水井工

ポリエチ

レン管の

破損

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

水路工
導水管の

損傷
鳥取 鳥取市 河原町 山上 35

1 5 1 12 121 0 1 0 1 51年 2

5 1 11 131 0 1 0 1 01年 6

明辺 Ａブロック 集水井
防護柵、

扉の倒壊
集水井八頭 八頭 八頭 明辺 21

1C1山上 水路F

八頭 八頭 八頭 明辺 21

1 5 1 10 141 2 1 0 1 01年 3

階段、手

すりの破

断

C1

集水管の

閉塞
C1明辺 Cブロック 集水井

防護柵、

扉の倒壊
集水井 1 5 1 10 141 2 1 0 1 01年 3

閉塞 C1明辺 水路1系統 水路本体
埋没、漏

水
集水桝八頭 八頭 八頭 明辺 21

集水井工
進入防止

柵の変形
集水井工⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

1 5 1 10 141 2 1 0 1 01年 3

0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3

門谷 Cブロック 集水井工
進入防止

柵の変形
集水井工⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

1扉の倒壊 C1門谷 Bブロック

⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

1 0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3
天蓋扉が

外れる
C1

貯水槽が

土砂で埋

まる

C1門谷 Dブロック 集水井工
進入防止

柵の変形
集水井工 1 0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3

側部目地

開口によ

る漏水

C1門谷
水路　D西

側
水路

倒木によ

る堆積
水路⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

水路

ずれた目

地部から

漏水

水路⽇野 ⽇野郡 ⽇野町 門谷 64

1 0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3

0 1 3 171 0 1 0 1 01年 3

家の谷 1ブロック 谷止工
本体のひ

び割れ
水路工八頭 八頭郡 若桜町 落折 10

1

水路脇斜

面の浸食

崩壊

C1門谷
水路　№5

の下

1 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0
水路の損

傷
C1
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表 5.3 事業計画表(年次計画)（2/2） 

 

 

 

 

 

点検 ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.11

点検 ○ ○ ○ ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 20.00 20.00 18.34

点検 ○ ○ ○ ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 12.71

点検 ○ ○ ○ ○ ○
修繕前は1年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 3.99

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 1.70

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.01

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.01

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.12

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.29

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.31

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.07

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.07

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.13

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.09

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 2.18

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.24

点検 ○ ○
修繕前は3年毎に点検

修繕後は5年毎に点検

修繕 0.05

H36 H37 H38 H39 H40部

位

変

状

の

内

容

部

位

変

状

の

内

容

6：100人以上

5：50～99人

3：20～49人

2：10～19人

1：1～9人

0：0人

係

数

6：5施設以上

4：2～4施設

2：1施設

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

係

数

5：あり

0：なし

係

数

5：該当

0：なし

係

数

事業期間

備考

所轄

市

・

郡

区

・

町

・

村

字 ＩＤ

地

区

名

ブ

ロ

ッ

ク

名

変状レベルｃの

状況（1）

変状レベルｃの

状況（2） ブ

ロ

ッ

ク

健

全

度

評

価

（

水

路

工

に

関

し

て

は

施

設

健

全

度

評

価

）

災害発生時の影響
その他

考えられる指標

合

計

点

点検

保全人口 公共施設
災害時要配慮者

利用施設
避難場所

損傷個所の影響

※変状が確認されたブロックの周

辺に人家等が位置している

H31 H32 H33 H34 H35

管理情報 健全度評価

定

期

点

検

の

頻

度

修繕等の優先順位
修

繕

等

の

優

先

順

位

事業区

分

鳥取 鳥取市
国府町

岩美町
雨滝 2 C1十王 水路A 水路工 土砂堆積 1 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0

排水処理

なし
C1横地

A、Dブロッ

ク
集水井

天蓋、階

段、フェ

ンス等の

横ボーリ

ング
八頭 八頭 八頭 横地 22

水路本体
埋没、漏

水
集水桝八頭 八頭 八頭 横地 22

1 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0

0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0

横地 水路2系統 水路本体 埋没 集水桝八頭 八頭 八頭 横地 22

1閉塞 C1横地 水路1系統

鳥取 鳥取市 佐治町 加瀬木 41

1 0 1 0 221 0 1 0 1 01年 0土砂堆積 C1

保護コン

クリート

の破損

C2加瀬木 Eブロック
横ボーリ

ング工

導水管の

破損

横ボーリ

ング工
1 5 1 23 271 6 1 5 1 51～3年 2

水路に木

枝が堆積
C2上石見 A2ブロック 集水井工

水路の目

地から漏

水

横ボーリ

ング工
⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

水路
枯木で埋

没
⽇野 ⽇野郡 ⽇南町 上石見 93

1 0 1 22 281 6 1 5 1 51～3年 6

0 1 22 281 6 1 5 1 51～3年 6

船岡
B､Dブロッ

ク
集水井

排水管呑

口閉塞
集水井八頭 八頭 八頭 船岡 90

1C2上石見 C1水路

鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

1 5 1 15 301 4 1 0 1 01～3年 6

集水管一

部閉塞、

孔口脱落

C2

管内閉塞 C2栃本 Aブロック
横ボーリ

ング工
孔口閉塞

横ボーリ

ング工
1 5 1 14 311 2 1 0 1 51～3年 2

土砂堆積 C2栃本
Dブロック

水路工
水路 洗掘 水路鳥取 鳥取市 国府町 栃本 7

集水井工
扉の開閉

不可
鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1 5 1 14 311 2 1 0 1 53年以内 2

5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6

覚寺 A-2 集水井工
扉の開閉

不可
鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1C2覚寺 A-1

鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6C2

C2覚寺 A-6
横ボーリ

ング工

パイプの

脱落・破

損

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6

C2覚寺 水路A 水路工 土砂堆積鳥取 鳥取市 覚寺 ― 84

集水井工
昇降施設

の腐食
集水井工鳥取 鳥取市 佐治町 津無 38

1 5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6

5 1 13 331 2 1 0 1 01～3年 6

大湯棚 4
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落

横ボーリ

ング工
鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1

昇降施設

固定ボル

トの脱落

C2津無 B

鳥取 鳥取市 中砂見 大湯棚 13

1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5
導水管の

脱落
C2

C2大湯棚 7
横ボーリ

ング工

導水管の

脱落
1 5 1 12 381 2 1 0 1 01～3年 5

「4.経過観察（点検頻度の設定）」p.4-4 よ

り入力 

「1.地すべり防止施設の健全度評価」

p.1-3 より入力 「2. 修繕等の優先順位の設定」

p.2-2 より入力 
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6. 日常的な維持の方針 

定期点検等の結果を踏まえ、日常的な維持として必要な対応については、地域の協力等を得な

がら実施に努めるものとする。 

 

本県における日常的な維持は、除草等の比較的軽微なものについては、地域の協力等を得なが

ら対応を図り、横ボーリング工孔内の清掃等については緊急性等を考慮しながら適宜予算確保に

努めるものとする。 

日常的な維持の一般的な例を以下に示す。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（地すべり防止施設） 

・水路・集水マスの浚渫・除草（人力で可能な範囲） 

・横ボーリング工孔内の清掃・沈殿物除去（人力で可能な範囲） 

・安全柵の塗装 
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「2. 修繕等の優先順位の設定」

p.2-2 より入力 

「3.対策工の選定及び概算工事費の算出」p.3-3～

p.3-8 より入力 


